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新
堂
4
丁
目
土
地
区
画
整
理
事
業

大
型
商
業
施
設
建
設
に
伴
い
発
見

　
大
型
商
業
施
設
の
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
松
原

が
、
十
月
上
旬
、
華
々
し
く
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
新
堂
四
丁
目
の
国
道

三
〇
九
号
沿
い
東
側
で
す
。
多
く
の
人
々

が
そ
れ
ぞ
れ
お
目
当
て
の
お
店
で
、
買
い

物
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
街
に
い
っ
そ

う
の
賑
わ
い
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
堂
四
丁
目
地
区
は
、
も
と
も
と
農
地

が
主
体
で
し
た
が
、
国
道
三
〇
九
号
と
市

道
新
堂
南
線
に
面
す
る
交
通
結
節
点
で
し

た
。
そ
こ
で
、
市
は
当
地
が
交
通
利
便
性

に
優
れ
た
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
地
区
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
松
原
市
都
市
計
画
（
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
に
お
い
て
「
都
市
型
複

合
拠
点
地
区
」
に
位
置
づ
け
た
の
で
す
。

　
平
成
二
十
五
年
以
来
、
地
権
者
の
方
々

に
よ
り
幾
度
と
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
勉

強
会
が
持
た
れ
ま
し
た
。
平
成
三
十
年

七
月
六
日
、
松
原
市
新
堂
4
丁
目
土
地

区
画
整
理
組
合
の
設
立
が
認
可
さ
れ
、

「
南
部
大
阪
都
市
計
画
事
業
松
原
市
新

堂
4
丁
目
土
地
区
画
整
理
事
業
」
が
ス

タ
ー
ト
し
た
の
で
す
。
施
行
面
積
は
、

一
〇
．
〇
三
ha
。
事
業
は
五
年
の
歳
月

を
経
て
、
令
和
四
年
一
月
、「
竣
工
記
念

碑
」
が
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
松
原
の
東
側
、

新
た
に
造
ら
れ
た
新
堂
公
園
に
建
て
ら
れ
、

除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。本
年
二
月
に
は
、土
地

区
画
整
理
事
業
が
完
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、

組
合
が
解
散
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
区
画
整
理
事
業
が
行
わ
れ
た
新
堂

四
丁
目
を
含
む
周
辺
地
域
は
、
新
堂
遺
跡
と

よ
ぶ
旧
石
器
時
代
か
ら
近
世
に
至
る
遺
跡

で
す
。
こ
の
あ
た
り
の
標
高
は
、
二
十
四
m

を
測
り
ま
す
。
過
去
に
、
遺
跡
の
北
部
の
新

堂
一
丁
目
な
ど
で
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、

二
〇
〇
〇
年
前
の
弥や
よ
い生
時
代
や
そ
れ
以
降

の
古こ

墳ふ
ん

時
代
の
流
路
、
弥
生
土
器
、
焼
し
ょ
う

土ど

塊か
い

な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
整
理
事
業
に
あ
わ
せ
て
、
同
地
内

の
約
九
五
〇
〇
㎡
を
発
掘
調
査
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
地
区
の
北
を
Ⅰ
区
、
南
を

Ⅱ
区
の
二
箇
所
に
分
け
、
平
成
三
十
年
九
月

か
ら
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
松
原
市
教
育

委
員
会
の
指
導
の
も
と
、（
公
財
）
大
阪
府

文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
担
当
し
ま
し
た
。

　

Ⅰ
区
で
は
、
弥
生
時
代
後
期
か
ら
古
墳

時
代
前
期
の
土
器
を
含
む
溝
の
ほ
か
、
掘

立
柱
建
物
や
土ど

坑こ
う

な
ど
を
検
出
し
て
い
ま

す
。
弥
生
時
代
後
期
の
遺
物
を
含
む
井
戸

や
、
竪た
て

穴あ
な

建
物
、
柱
穴
列
な
ど
も
見
つ
か
っ

て
お
り
、
集
落
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ

れ
ま
す
。

　

同
時
に
、
す
ぐ
西
側
か
ら
は
弥
生
時
代

末
期
か
ら
古
墳
時
代
初
期
ご
ろ
の
竪
穴
建

物
六
棟
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。
竪
穴
建
物

は
、
五
〜
六
m
の
方
形
や
円
形
で
、
内
部

施
設
と
し
て
壁
溝
や
炉
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
に
も
、
集
落
域
が
広
が
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。

　

一
方
、
Ⅱ
区
で
も
弥
生
時
代
後
期
末
か

ら
古
墳
時
代
初
期
と
思
わ
れ
る
遺
構
面
か

ら
蛇
行
し
な
が
ら
流
れ
る
流
路
や
溝
、
柱

穴
や
土
坑
な
ど
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
土

坑
や
柱
穴
か
ら
は
、
古
墳
時
代
の
土は

師じ

器き

の
甕か
め

や
高た
か

坏つ
き

が
出
土
し
て
い
ま
す
。
Ⅰ
区

の
南
西
側
に
も
、
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。

　

今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
見

つ
か
っ
て
い
た
弥
生
土
器
や
、
弥
生
時
代

の
石
器
、
さ
ら
に
、
古
墳
時
代
の
円え
ん

筒と
う

埴は
に

輪わ

、
奈
良
時
代
の
円え
ん

面め
ん

硯け
ん

を
は
じ
め
、
中

世
の
土
器
か
ら
、
新
堂
遺
跡
で
は
、
弥
生

時
代
以
降
一
〇
〇
〇
年
前
の
中
世
ま
で

綿
々
と
人
々
が
集
落
を
形
成
し
て
生
活
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。

　

平
成
三
十
一
年
二
月
、
こ
う
し
た
調
査

成
果
に
つ
い
て
、
松
原
市
教
育
委
員
会
は

大
阪
府
文
化
財
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
、
一

般
の
方
々
に
公
開
す
る
こ
と
を
目
的
に
現

地
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
公
開
場
所

は
Ⅱ
区
の
南
側
で
、
建
設
さ
れ
た
イ
オ
ン

タ
ウ
ン
松
原
の
南
端
近
く
に
あ
た
り
ま
す
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
約
一
三
〇

人
の
方
々
が
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。
住
居

址
や
水
路
址
な
ど
で
発
見
さ
れ
た
石
器
や

土
器
も
展
示
さ
れ
、
調
査
員
か
ら
農
地
の

下
に
眠
っ
て
い
た
新
堂
遺
跡
の
説
明
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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新堂遺跡の発掘

▲遺跡地の調査　Ⅰ区、（公財）大
阪府都市整備推進センター提供

▲現地説明会の様子（平成31年2月16日）　多くの考古
学ファンがつめかけ、調査員の説明に聞き入る。松原市
教育委員会提供

▲竣工記念碑（新堂4丁目・新堂公
園）　令和4年1月建立


